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 備考 本研究に関連し開示すべき利益相反関係にある企業等はありません。

＊試料・情報を当該研究に用いられることについて拒否する場合も上記お
問い合わせ先に問い合わせてください。

入院患者の高齢化や認知症患者の増加に伴い、急性期病院における身体
拘束の増加が懸念される。本院では、２０２４年度より身体拘束解除に向け
たカンファレンスを導入し、最小化に向けた取り組みを行ってきた。本研究
では、カンファレンスにおけるテンプレートの導入が看護師の意識や拘束実
施件数・対応内容にどのような影響を及ぼしたかを明らかにする。

身体抑制解除カンファレンスに参加する看護師を対象として、同カンファレ
ンスの前と後にアンケートを実施する。同カンファレンス運用前後を比較す
ることにより有用性を確かめる。

2025年7月～2025年11月

　利用する情報から氏名・住所等の患者様を直接特定できる個人情報は削
除致します。また、研究結果は学会や論文などで発表を予定しています
が、その際も患者様を特定できる個人情報は利用しません。

電話 　0561(73)7771

医療法人大医会　疫学・臨床研究倫理審査委員会事務局（総務部　清水）

日進おりど病院を受診された患者さまへ

　当院では下記の臨床研究を実施しております。本研究は、対象となる患者様から直接同意
を得て行う研究ではなく、研究の情報を公開することが必要とされている研究です。本研究の
対象者に該当する可能性のある方で、診療情報を研究目的に利用されることを希望されない
場合は、下記のお問い合わせ先までご連絡ください。

身体抑制カンファレンスの現状調査と有用性の検討

日進おりど病院

院長　遠藤　茂夫

三輪　晃大


